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下の職員を各大学の情報セ
ンターに配置し、各拠点で
業務を行なっています。IT組
織の改革に当たって重要な
役割を果たしてくれたのが
富士通のフィールド・イノベ
ータです。問題点や課題を
洗い出してもらいながら一
緒に整理していきました」

〒535-8585 大阪府大阪市旭区大宮5-16-1

1,787名（2018年5月1日現在）
23,329名 （2018年5月1日現在） 
3大学、2高校、2中学に学生・生徒約23,000人が集う総合学園である
常翔学園では、96年の蓄積と、卒業生約29万人のネットワークを力
に、2022年の創立100周年に向けて、次の日本を創る総合学園として
さらなる成長を目指しています。
https://www.josho.ac.jp/

Unified-Oneコンセプトに共感

　一方でシステムの最適化に
向けて学園では、学園内の各
種事務系システムの基盤とし
て、富士通が提供するパブリッ
ククラウドサービス(IaaS)であ
るアカデミッククラウドとオン
プレミスの基盤を組み合わせ
たハイブリッドクラウドを構築
しました。
　「もともと、レガシーシステ
ムからオープン系へシフトする
時代に富士通に深く関わって
もらった頃から、さまざまなICT

活用が加速し始めました。そう
した中、2017年のリプレース期に合わせて、一部はオンプレミスの
環境を残しながらも、クラウドシフトを進めたのです。アカデミックク
ラウドを採用した理由は、長期契約による無理のないコストや安心
感です。また、教育・研究・経営に新たな価値をもたらす『これからの
大学ICT』を実現するという、富士通のUnified-Oneコンセプトも学園
の目指すところと合致していました」（正司氏）

ハードのリプレースが不要に
BCP対策や情報共有も加速

　現在、図書館情報システム「iLiswave-J」
をはじめとした各種システムがアカデミ
ッククラウド上で稼働しており、2019年度
中に人事給与システムなどの稼働も予
定しています。「これまでは5年に1回ハ
ードウェアのリプレースが必要でしたが、
これからはそのことを考えなくてもよく
なったので、コスト面でも効果は大きい
ですね」と正司氏は話します。
　また同じくアカデミッククラウド上に構
築している教職員情報共有サイトでは、

教職員の誰でも情報提供できるようにしたことで、学園全体の動き
の情報の可視化と共有が進みました。
　さらに広島国際大学では、2018年の西日本豪雨での影響によっ
て、一時的に授業を行えない事態に見舞われましたが、学修支援シ
ステム「CoursePower」を利用して、学生の自宅学習を実施しました。
　「広島国際大学では、災害をきっかけに限定していたCourse-

Power利用ライセンス数を無制限に変更し、場所を問わない学習
環境を確立しました。災害時であっても学生たちが授業を受けら
れるようにするというのは学園設置学校に共通した課題ですの
で、現在、各大学にBCP対策を促しているところです」（正司氏）

働き方改革推進に向け
富士通とパートナーシップを強化

　今後、常翔学園ではアカデミッククラウド上へのシステムの集約
をさらに進めるとともに、教職員のモバイルノートPC活用など、さら
なる働き方改革に注力していきます。既に富士通が提供する「働き
方改革ワークショップ」を活用し、学園全体の働き方改革実現に向け
て一歩を踏み出しています。
 　「他社と違って富士通のメンバーは、単なるシステム提案にとど
まらず、大学の未来を考えるためのビジョン策定の提案や、教育サ
ポートに対してのビジョン提言など、顧客視点での提案をしていた
だき、感謝しています。働き方改革にICTは切っても切れませんの
で、具体的な施策が固まったら、そこでも富士通に協力してほしい
と願っています」と正司氏は話し、働き方改革の実現に向けて、富
士通とのパートナーシップのさらなる強化への期待を語ります。さらなるICT活用を目指し

学園のIT組織を改組
　
　学校法人常翔学園は1922年に創設した関西工学専修学校にル
ーツを持ち、現在では大阪工業大学、摂南大学、広島国際大学の3

大学のほか、2高校、2中学を擁し、総勢で約23,000人以上の学生・
生徒が集う総合学園です。
　現在は2022年の学園創立100周年に向けた基本構想「J-Vision 

22」のもと、「連携」「戦略」をキーワードに、より透明性の高い経営
を推し進め、「質」「量」ともにバランスのとれた魅力ある教育の実
現に取り組んでいます。
　2017年4月に学園の情報部門全体を改組し、学園本部にICT連携
機構を設置しました。 ICT連携機構 部長の正司久博氏はその背景
をこう振り返ります。
　「それぞれ特色のある教育を実践する3大学の独自性は維持し
ながら、情報システムに関連する職員の働き方やコストの最適化
を目指し設置しました。そのため各大学の情報センターは残し、そ
の室長をICT連携機構の課長が兼ねるようにするとともに、係長以

　導入の背景

■学園全体の情報システムのコスト最適化を目指し、学園共通
の情報システム基盤と管理体制を構築したい

■災害時にも授業を継続できるようBCP対策を実現したい

■パブリッククラウドで各種情報システムの共通基盤を構築し、
学園全体の情報の可視化と共有を実現

■広島国際大学では「CoursePower」のライセンスを拡張し、場
所を問わない学習環境を提供

常翔学園では、運営する3大学、2高校、2中学におけるICT運用の最適化に向けて、学園の情報部門を改組し、2017年4月に学園本部に
「ICT連携機構」を設置しました。それに合わせて「Unified-One アカデミッククラウド（以下、アカデミッククラウド）」を中心としたハイブ
リッドクラウドを基盤に、各学校のシステムの集約を進めるとともに、働き方改革の実現に向けた次の一歩を踏み出そうとしていま
す。

大阪工業大学
OIT梅田タワー

富士通のUnified-Oneのコンセプトと学園構想が合致し、パートナーシップを強化
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ハイブリッドクラウド基盤
Unified-One アカデミッククラウド +オンプレミス (PRIMERGY)  
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統合 DBシステム
Unified-One
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文書管理

（2019年3月取材）


